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環境教育の法的位置付け
▶ 環境教育等促進法は、国・地方・企業・市民が協力し、環境教育や環境保全活動を推進するための枠組みを

定めた法律です。（国よる基本方針策定は義務ですが、その他は努力義務が中心で罰則はありません）

国：基本方針を定める義務（唯一の義務規定）

自治体：行動計画策定・実施が努力義務

企業等：雇用者への教育が努力義務
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自治体による取組事例
1. 水俣に学ぶ肥後っ子教室（熊本県）

2. 夏休みCO2ゼロチャレンジ（京都府）

3. Webアプリによるオンライン学習（山口県）

4. 環境学習プラットフォーム「信州環境カレッジ」（長野県）

5. 高校生による気候変動学習プログラム（京都府・京都市）

6. 大学生等によるユースサポーター制度（京都府）

7. とっとりSDGｓ子ども伝道師（鳥取県）

8. 高校生作・河川生物カードゲーム（愛知県）

9. 子ども向け脱炭素ワークショップ（嬉野市）
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「水俣に学ぶ肥後っ子教室」の学習の成果の展開のイメージ

（出所）熊本県義務教育課「水俣に学ぶ肥後っ子教室」指導資料（令和３年３月改訂）

１．水俣に学ぶ肥後っ子教室（熊本県） 子ども

▶ 「環境立県くまもと」を目指す熊本県では、小学５年生を対象とする体系的な環境教育プログラム“水俣に学
ぶ肥後っ子教室”を開催し、水俣病の正しい理解を深め、差別や偏見を許さない心を育てるとともに、環境
問題への関心と環境保全への意欲を高めることを目指しています。

▶ また、「水俣に学ぶ肥後っ子教室」後の展開として、中学校を環境保全活動の企画・実施に取り組む段階と位
置付けています。

対 象

主に小学校5年生（社会科で公害を
学習する学年）

学習の流れ

1. 事前学習：水俣病や環境問題につ
いて調べ、課題設定

2. 現地訪問：水俣病資料館や熊本県
環境センターで学習、語り部講話

3. 事後学習：学びのまとめ、発信（作
文・発表など）

学習内容

水俣病の歴史、公害から環境再生へ
の取組、人権問題、環境保全活動



２．夏休みCO2ゼロチャレンジ（京都府）
▶ 京都府では、夏休み期間中に小学生が家族と一緒にCO2削減にチャレンジし、「CO2ゼロの未来」を絵や文

章で表現する取組を実施しています。

▶ 毎年多くのご家族や小学校が参加しており、2023年度には112校11,673世帯が参加しました。

5（出所）京都府地球温暖化防止活動推進センターウェブサイト

子ども（親子）



３．Webアプリによるオンライン学習（山口県）
▶ web学習支援プラットフォーム「クエストノート」を利用して、ゲームのような感覚で楽しみながら家庭や学校

で学習を行えるようにすることで、子どもたちの行動変容につなげる取組です。

▶ リサイクル、食品ロス、省エネ等をテーマにゲームの楽しさを通じ、ナッジの手法を活用しています。

▶ 5つの小学校で実証し、約9割の生徒がクエストノートをきっかけにエコ活動を実施するようになりました。

先生が設定した課題をクリアすることで、レベルが上がったり、バッジ・装備等のアイテムを入手
＜クエストの一例＞
◆お家や学校で使っている省エネ･節電機器を３つ探そう
◆冬を暖かく過ごすために、電気を使わずに出来ることを３つ考えよう
◆給食を食べる前に、食べきれる量を決めよう

（出所）山口県及び株式会社TAGREウェブサイト 6

子ども



４．環境学習プラットフォーム「信州環境カレッジ」（長野県）
▶ 信州環境カレッジは、講座を提供したい団体や個人と、学びたい学校・地域・企業をつなぐプラットフォーム

で、座学・体験・ワークショップ・オンラインを組み合わせ、脱炭素、自然保全、SDGs、地域循環共生圏など幅
広いテーマで学びの場を提供しています。

講座提供者

▶ NPO、企業、大学、行政、個人などが
環境に関する講座を登録

受講者

▶ 県民、学校、地域団体がWEBサイトで
希望する講座を検索・申込

コーディネート

▶ 長野県や運営事務局が、講師派遣や
日程調整をサポート。

費用補助

▶ 学校講座や地域講座には、講師謝金や
材料費の一部を県が負担（例：学校講
座2万円、地域講座2.5万円

「信州環境カレッジ」ウェブサイトトップページ

（出所）長野県「信州環境カレッジ」ウェブサイト 7

全世代



５．高校生による気候変動学習プログラム（京都府）
▶ 京都府・京都市・総合地球環境学研究所では、高校生（希望者）を対象に気候変動学習プログラムを開催し、

気候変動に関する第一人者の方々による集中講義（双方向のやりとりあり）を実施しています。
▶ 高校生は、最先端の知見に触れるとともに、グループワーク等を通して自分たちにできることを考え、広く

社会に向けてまとめた意見を「KYOTO 地球環境の殿堂」、「京都環境文化学術フォーラム」国際シンポジウ
ム等の場で発信しています。

（出所）京都の高校生と学ぶ気候変動学習プログラム専用ウェブサイト（総合地球環境学研究所）、京都府環境審議会総合政策部会会議資料・高校生による気候変動学習プログラム 8

高校生



６．大学生等によるユースサポーター制度（京都府）
▶ 京都府では、脱炭素社会の実現に向けた府民の行動促進等を図るため、環境問題について学び、発信した

り、府主催の環境啓発イベントの運営を補助したりするボランティアとして、府内に在住・在学・勤務する18
歳～25歳の若者（主に大学生）を対象とする「WE DO KYOTO! ユースサポーター」制度を行っています。

（出所）京都府「令和６年度WE DO KYOTO! ユースサポーターの活動について」 9

大学生

ユースサポーターの２０２４年度の主な活動

❶ カードゲームの様子

❸ 環境イベント出展の様子

❷ 企業取材の様子

❹ ラジオ出演の様子

❶

❷

❸
❹



７．「とっとりSDGs子ども伝道師」の育成（鳥取県）

▶ 鳥取県では、子どもの主体的なSDGsの学びや活動を後押し、地域からSDGsの輪を広げていくため、身の
回りでSDGsの実践に取り組む小中学生を「とっとりSDGs子ども伝道師」に任命し、率先してSDGsを広
める人材を育成しています。

（出所）令和６年度地方公共団体環境教育担当者会議資料 10

子ども



８．高校生作・河川生物カードゲーム（愛知県）
▶ 地元高校の理学部の生徒が、学校周辺の河川の生物調査を実施し、調査結果をもとにカードゲーム「川変万

化（せんべんばんか）」を作成しました。

▶ これは、手持ちのカードを使い、相手の行動を妨害しながら、生物カードを集め、合計得点の高い人が勝つ
ゲームで、遊びながら大谷川の生物のことを知り、環境によい行動を行うきっかけをつくっています。

高校生による河川生物調査の様子 地元で実施した教材体験会

（出所）愛知県「環境かわら版（３４１号）」及び「あいちの未来クリエイト部」環境学習教材の紹介」 11

子ども



子どもたちのアイデア親子ワークの実施風景

日 時

参加者

参加者の年齢層

令和５年１１月２６日 １0時～１1時

２６名（９家族）

幼稚園児、小学生、中学生＋親

令和５年１１月２６日 １４時～１５時

２６名（９家族）

温暖化に関する説明
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９．子ども向け脱炭素ワークショップ（嬉野市） 子ども（親子）

▶ 嬉野市では、温暖化対策に関する計画策定のタイミングで、カーボンニュートラルの実現に向けて、一人ひと
りができることを親子で考えるワークショップを開催しました。

▶ 行政だけでなく、子どもたちが考えたアイデア等を尊重しながら計画策定を行うことで、まち全体の脱炭素
化に向けた機運の醸成にも繋がっています。



企業による取組事例
10.ごみ拾いスポーツ競技“スポGOMI” の開催

11.生態系に関する体験型環境教育プログラムの提供

12.社員の自発的な行動を促す行動変容アプリ



10.ごみ拾いスポーツ競技“スポGOMI” の開催

（出所）スタジオスポビー様ウェブサイト 14

▶ ファーストリテイリングでは、おそろいのユニフォームを着て、制限時間内でごみを拾い、その量と質でポイ
ントを競う、新感覚のごみ拾いスポーツ競技“スポGOMI” を日本全国で開催しています。

▶ 子どもから大人まで参加でき、楽しみながら身近な街をきれいにし、世界の「海洋ごみ」の削減に向けて意
識啓発を図っています。

“スポGOMI” 当日の流れ ファーストリテイリングによるこれまでの成果

全世代



11.生態系に関する体験型環境教育プログラムの提供

（出所）愛知県もりの学舎自然学校ウェブサイト 15

▶ 積水ハウスでは、身近な自然に興味を持ち、自分たちにできることは何かを考える体験思考型・環境教育プ
ログラムを提供しています。

▶ 謎の人物「Ｄｒ．フォレスト」のミッションをクリアするというスタイルにより子どもたちの好奇心を喚起し、生
態系や在来種・外来種問題について考え、そこで得た新しい知識や視点、考え方をこれからの自分たちの活
動につなげていくことを目的としています。

子ども



12.社員の自発的な行動を促す行動変容アプリ

（出所）スタジオスポビー様ウェブサイト

脱炭素経営に必要なのは経営者の強いリーダーシップ、そして社員の意識！
➢ 人の移動や生活行動を自動検知し“行動由来のCO２削減量”を定量的に可視化するアプリがあります。

➢ 従業員のGX行動の見える化（行動変容の促進）のために、アプリを活用する企業が増えています。
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大 人



自治体×企業の協働の取組事例
13.京都府×地元タクシー会社によるEVラッピング＋ドネーションシステム

14.亀岡市×ソフトバンク等によるICT・ロボット等を活用した環境教育プログラム

15.木更津市×ピリカによるスマホアプリを活用した“ごみゼロプロジェクト”

16.西条市×NTT西日本による親子再エネ工作教室
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13.EVタクシーへのラッピングイベント

➢ さらに、京都のタクシー会社では、地球環境にも優しい移動を提案
するべく、走った距離（km）×10円が日産と各タクシー会社から募
金されるドネーションタクシーサービスを実施しました。

➢ その寄附金は、前述の「高校生による気候変動学習プログラム」の
アウトプットの場である「KYOTO地球環境の殿堂」事務局にて環境
教育等に活用されています。

京都府で２０２２年度に実施したEVタクシーのラッピング

▶ 前述の京都府「夏休みCO2ゼロチャレンジ」において「CO2ゼロの未来」をテーマに子どもたちが描いた絵を
地元タクシー会社がEVタクシーにラッピングし、府民の意識啓発を図っています。

（出所）日産自動車ウェブサイト「KYOTO × NISSAN SAKURA」

全世代



▶ 亀岡市では、ICT利活用による環境教育の充実を目指し、ソフトバンクと連携し、人型ロボットPepperを活
用した環境教育プログラムを実施しています。

▶ 小学校での「マイクロプラスチックストーリー」の鑑賞やかめおか霧の芸術祭（ボンボンマルシェ）でのSDGs
啓発事業に加え、Pepperのプログラミングソフト「ロボブロックス」を使用し、プログラミング学習も実施し
ています。

14.ICT・ロボット等を活用した環境教育プログラム

19（出所）亀岡市みらい教育リサーチセンターウェブサイト

子ども



▶ 木更津市では、ごみ拾いSNS「ピリカ」を活用し、どの地域でどんなごみがどのくらい拾われているのか、市
内での活動状況を見える化しています。

▶ 参加人数や回収量等に基づくランキングが表示されるほか、清掃活動の告知等も可能となるため、市内の
清掃活動の様子を発信し、現状を知ることができるプラットフォームとして活用しています。

15.スマホアプリを活用した“ごみゼロプロジェクト”

（出所）木更津市ウェブサイト「ごみ拾いSNS「ピリカ」で楽しくごみ拾い！」 20

全世代



弊社スタッフによる説明 ワークショップ中の作業の様子 子どもたちが製作したソーラーハウス
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16.親子再エネ工作ワークショップ

日 時

参加者

参加者の年齢層

令和６年１１月２４日 午前

２０名（１０組）

小学生のお子さんを中心とする親子連れ

令和６年１１月２４日 午後

２０名（１０組）

▶ NTT西日本は、西条市合併20周年「第2回 LOVE SAIJO アクアフェスタ ～環境フェス～」において、再生
可能エネルギーや気候変動による生態系の変化について学ぶワークショップを開催しました。

▶ 工作など、自ら手を動かす体験を通じて学んだことは知識として残りやすく、また、親世代も一緒に学んで
いただくきっかけを提供しています。

子ども（親子）
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（番外編）大学における人材育成の取組
▶ 愛媛大学では、自然環境・地域資源の保全・活用等による「持続可能な社会づくり」を推進する指導者を育成

するカリキュラム（環境ESD※指導者養成講座）を有しています。
▶ カリキュラムでは、瀬戸内の農山漁村地域で展開するフィールドワークに参加しながら、様々な地域の人と

自然資源と「つながる」学びを通じて、社会の課題を解決する力を身に着けます。

大学生

講座受講生による企画づくりの様子（２０２４年度） フィールドワークの様子（２０２４年度）

（出所）愛媛大学環境ESD facebook



（ご参考）学校における環境教育の課題

（出所）環境省「令和２年度環境教育等に関する意識調査結果」（教職員対象 n=1000）

▶ 学習指導要領では、環境教育は教科横断的内容と位置付けられ、「総合的な学習（探究）の時間」を軸に理科
･社会などと関連づけながら行っている学校もあります。

▶ 一方、教育現場では、 熱心に取り組んでいる教職員も少なくありませんが、授業時間の確保が難しい、カリ
キュラムづくりが難しいなどを理由として、十分取り組めていない学校もあります。

Q:授業や学校活動で環境教育を行う際の課題は何ですか。（複数回答可）
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環境教育の類型化
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主体型（探求・問題解決型）

受動型（知識伝達型）

屋内活動
（教室型）

屋外活動
（フィールド型）

野外調査（フィールドワーク）

自然観察会・エコツアー

ロールプレイング・ディベート

講義型授業

• 里山の植生調査

• 川・海等の生物調査・モニタリング

• 河川の水質調査

• 気候変動の影響調査（農作物等）

• ガイド付き里山観察会

• 動植物の説明を聞くエコウォーク

• 環境保護施設の見学

• 動物園・植物園での解説ツアー

• 講義型授業（環境科学、気候変動）

• ビデオ教材視聴（ドキュメンタリー）

• パネル展示やポスターセッションの見学

• 環境に関する基礎知識の座学

• 環境問題に関するグループワーク

• 環境政策シミュレーションゲーム

• SDGs達成のためのアクションプラン作成

• プロジェクト型学習（地域の環境課題解決）

▶ 以前の環境教育は受動型（座学・観察会など）が中心でしたが、近年は、単なる座学だけではなくロールプレ
イング・ディベート等の参加型が増え、屋外活動でも、単なる観察会等ではなく、データ収集・分析や、仮説の
設定・検証などの探求・問題解決型の取組が増えてきています。
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